
こころの絆創膏キャンペーン          鯱城会 社会奉仕 

 

名古屋市健康増進課では 3 月と９月にメンタルヘルスの大切さ等を周知啓発するため 

「こころの絆創膏」キャンペーンを市営地下鉄構内や街などで行っています。 

このキャンペーンに際し、鯱城会はボランティアで配布協力をしてきています。 

今回は 3 月 4 日(火)に金山駅構内で「こころの絆創膏」の配布(手配り分)にボランティア参加

しました。 

 「こころの絆創膏」の絆(ばん)の字は「きずな」と読みます。 

これには、悩みを抱えた人の「こころの傷(悩み)が小さなうちに人と人との絆(きずな)で手当て

したい」という想いがこめられています。 

 本キャンペーンで配布する携帯用「こころの絆創膏」には、うつ病に関する症状や相談窓口の

情報を掲載しています。 

当日はあいにくの雨模様でしたが、街頭でも配布をし、通勤時間帯の午前 35 名、午後 35 名、

計 70 名が 1 人 100 個で計 7,000 個を配布しました。 

参加の皆さんご苦労様でした。 
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